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近
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磧
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演
劇
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浮
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六
、

『明
朝
太
平
記
』
と

「後
日
」
、の
関
係

七
、

『闘
記
』
の
構
成
と

『明
朝
太
平
記
』

八
、

『明
朝
太
平
記
』
の
意
義

《論
文
要
旨
》

八
文
字
屋
本
の
代
表
的
作
者
江
嶋
其
磧
は
、
当
時
近
松
門
左

衛
門
と
併
称
さ
れ
る
人
気
を
誇

っ
た
。
近
代
以
降
井
原
西
鶴
の

再
評
価
に
伴
い
、
亜
流
と
見
な
さ
れ
た
其
磧
の
評
価
は
不
当
に

低
下
し
た
。
し
か
し
模
倣
や
コ
ピ
ー
の
氾
濫
は
成
熟
し
た
文
化

の
産
物
で
あ
る
現
実
は
、
商
業
出
版
隆
盛
の
当
時
も
今
も
変
わ

ら
な
い
。
近
松
の
時
代
浄
瑠
璃
の
代
表
作

「
国
性
爺
合
戦
」
・

続
編

「国
性
爺
後
日
合
戦
」
と
、
「
国
性
爺
」

ブ
ー
ム
に
刺
激

さ
れ
て
書
か
れ
た
其
磧
の

『国
姓
爺
明
朝
太
平
記
』
を
比
較
す

る
と
、
両
者
の
相
違
が
顕
著
に
窺
わ
れ

る
。
其
磧
は
安
易
に
浄

瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
見
せ
場
に
頼
る
こ
と
を
廃
し
、
長
編
小
説
と

し
て
の
構
想
を
首
尾

一
貫
さ
せ
る
こ
と

に
腐
心
し
た
。

「
国
性

爺
」
最
大
の
見
せ
場
三
段
目
を
改
変
し
、
寛
仁
大
度
の
甘
輝
将

軍
像
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「国
性
爺
」
の
粉
本
と
な

っ

た
通
俗
軍
書

『明
清
闘
記
」
を
利
用
し

て
、
長
編
浮
世
草
子
に

新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。



一
、

『
翁
草
』
に
見
え
る
近
松
と
其
磧
評

京
都
町
奉
行
所
与
力

で
淡

々
門

の
俳
人
で
も
あ

っ
た
神
沢
杜

口

(宝
永
七
年

〈
一
七

一
〇
〉
～
寛
政
七
年

〈
一
七
九
五
〉
)
は
膨
大
な

随
筆

『翁
草
』
を
遺
し
た
。
享
保
年
間
に
青
年
期
を
迎
え
た
杜
口
が

八
文
字
屋
本
に
親
し
ん
だ

の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
巻
之
五
十
五

「
新
渡
伽
羅
拜

に
近
松
門
左
衛
門
の
事
」

に
以
下
の
よ
う
に
言
う

(引
用
は

「
日
本
随
筆
大
成
」
第
三
期

『翁
草
』

に
よ
る
)
。

を
こ

ま
た
其
世
に
江
島
屋
其
碩
と
云
る
浮
世
艸
紙
の
作
者
有
り
、
是

も
禁
短
気
、
色
三
味
線
、
曲
三
味
線
、
其
外
何
質
気
な
ど
云
ふ

草
紙
に
、
世
の
わ
ざ
の
事
、
又
は
時
の
人
情
を
、
よ
く
書
こ
な

し
て
、
今
に
至
て
名
を
遺
せ
り
。
同
じ
狂
歌
な
が
ら
、
近
松
は

此
草
紙
を
書
く
事
難
く
、
其
碩
は
又
浄
瑠
璃
を
作
り
得
ず
、
適
々

浄
る
り
を
書
け
ば
趣
向
は
面
白
け
れ
ど
も
、
人
形
働
ら
か
ざ
り

し
な
り
、
斯
る
事
に
も
、
其
道
々
に
差
別
有
事
知
ぬ
べ
し
。

こ
れ
は
ま
た
、
其
磧
自
ら
浄
瑠
璃
を
書
い
た
と
言
う

『役
者
目
利

講
』
(正
徳
四
年

全

七

一
四
〉
正
月
刊
)

の
口
上
を
裏
付
け
る
証

言
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
巻
之
百
六

「享
保
年
間
洛
俳
諧

の
噂
」
に
も
、
以
下
の
如
き
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
多
田
南
嶺
の
知

友

で
あ

っ
た
杜
口
に
し
て
こ
の
言
を
な
す
の
も
興
味
深
い
。

前
に
云
其
碩
が
事
、
こ
れ
は
ま
た
南
嶺
に
遙
に
優
れ
り
。
其
代

に
浄
瑠
璃
は
近
松
門
左
衛
門
、
草
紙
は
其
碩
と
、
人
丸
、
赤
人

の
如
く
に
世
に
賞
せ
り
。
門
左
衛
門

は
草
紙
を
不
得
、
其
碩
が

書
る
浄
瑠
璃
は
、
淋
し
く
て
人
形
は
た
ら
か
ず
、
得
失
は
素
よ

キ
ン
タ
ン

キ

り
有
筈
の
事
な
り
。
其
碩
が
書
し
け

い
せ
い
禁
短
気
、
色
三
味

線
、
曲
さ
み
せ
ん
、
親
仁
気
質
の
類
、
自
然
と
の
ど
や
か
に
麗

し
く
、
南
嶺
が
文
は
利
口
に
し
て
心
鬧
し
、
何
事
も
た
け
高
か

ら
ん
こ
そ
物
の
上
手
な
れ

(下
略
)

加
え
て

『
異
本
翁
草
』
巻
十
五

「
○
天
下

一
人
女
」
の
項
に
も
次

の
如
く
述
べ
る

(引
用
は

「随
筆
百
花
苑
」
十
に
よ
る
)。

江
嶋
其
磧
と
い
へ
る
有
、
よ
く
世
の
情
を
述
、
筆
勢
を
さ

く

近
松
に
お
と
ら
ず
。
所
謂
、
曲
三
味
線
、
色
三
味
線
、
契
情
禁

短
気
、
は
た
も
ろ

ー

の
容
儀
類
な
ど
は
今
の
世
の
人
も
こ
れ

を
翫
ぶ
。
さ
れ
ど
も
浄
る
り
を
書
く
事
は
な
ら
ず
。
近
松
は
又
、

双
紙
を
作
る
事
を
得
ず
。
其
差
別
を

い
か
に
と
い
ふ
に
、
其
磧

が
作
文
に
て
は
人
形
の
働
き
薄
く
、
近
松
が
草
紙
を
綴
れ
ば
、

文
勢
過
て
人
情
く
は
し
か
ら
ず
、
己

々
が
得
た
る
所
古
今
以
て

同
じ
。
の
ち
の
南
嶺
は
其
磧
を
欺
く
ば
か
り
に
作
意
巧
な
れ
ど

も
、
其
情
進
疾
し
て
其
磧
が
上
に
立
ん
事
か
た
し
。
(下
略
)

内
容
の
重
複
が
あ
る
が
、
煩
雑
な
が
ら
三
箇
所
と
も
引
用
し
た
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
部
分
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
杜
口
は
、
浄

瑠
璃
は
趣
向
だ
け
で
は
な
く
人
形
の
働
き
が
大
事
で
、
草
紙
は
人
情

を
尽
く
す
の
が
大
事
で
あ
る
と
、
両
者
の
相
違
を
的
確
に
理
解
し
て

い
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
浄
瑠
璃
評
釈
書

『
難
波
土
産
』

(
元
文
三
年

法方　麗きロ平太朝明爺姓国　21



〈
一
七
三
八
〉
刊

・
「新
群
書
類
従
」
六
に
よ
る
)

に
見
え
る
近
松

の
言
葉

「惣
じ
て
浄
る
り
は
人
形
に
か
丶
る
を
第

一
と
す
れ
ば
、
外

の
草
紙
と
違
ひ
て
、
文
句
み
な
働
を
肝
要
と
す
る
活
物
な
り
」
を
想

起

さ
せ
る
。
其
磧
と
南
嶺
の
比
較
論
は
こ
こ
で
は
措
く
と
し
て
、
其

磧

の
作
品
が
没
後
も
息
長
く
愛
好
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
八
文

字
屋
本
は
京
都
の
文
化
で
あ
る
と
称
し
て
私
は
憚
ら
な
い
。
し
か
し

当
時
其
磧
が
近
松
と
併
称
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
今
日

一
般
に
は
看
過

さ
れ
て
い
る
。

二
、
饗
庭
篁
村
の
其
磧
評

『翁
草
』
の
記
事
に
注
目
し
た
明
治
期
の
作
家
饗
庭
篁
村

(
一
八

・五
五
～

一
九
二
二
)
は

「斯
く
其
蜩

(
11
杜
口
)
に
称
さ
れ
し
其
磧

も
西
鶴
と
い
ふ
大
き
な
る
影
に
掩
は
れ
て
か

「元
禄
時
代
」
を
研
究

す

る
人
々
に
忘
れ
ら
れ
た
る
姿
な
る
は
遺
憾
な
り
」

(博
文
館

『
太

陽
』
明
治
四
十
年

一
月
号

「江
島
其
磧
」)
と
し

て
、
其
磧
が
後
代

文
学

へ
与
え
た
影
響

の
多
大
な
る
点
を
賞
揚
し
た
。

そ
し
て
言
う

お
の

れ

「
其
磧
は
斯
の
如
く
西
鶴
近
松
を
自
己
に
纏
め

て
明
和
天
明
よ
り
文

化
文
政
の
諸
作
家
に
引
継
ぎ
た
る
も
の
と
も
い
ふ
べ
し
」
と
。
こ
う

し
た
理
解
者
も
存
在
し
た
の
だ
が
、
其
磧
の
評
価
は
近
代
以
降
西
鶴

の
再
評
価
に
伴
い
不
当
に
低
く
な

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

西
鶴
以
降
の
浮
世
草
子
研
究
の
通
弊
と
言
え
よ
う
が
、
其
磧
作
品

の
場
合
も
、
西
鶴
の
模
倣

・
剽
窃
箇
所
を
挙
げ
て

「
通
俗
化
」
「
大

衆
化
」
を
指
摘
す
る
に
終
始
し
が
ち
で
あ

る
。
確
か
に
文
学
研
究
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
典
拠
探
索
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
場
合
ど
う
し

て
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
評
価
す
る
、
と
い
う
基
準
に
偏

っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
文
化
の
大

衆
化
や
コ
ピ
ー
作
品
の
氾
濫
は
成
熟
し
た
社
会
の
所
産
で
あ
り
、
何

も
浮
世
草
子
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
八
文
字
屋
本
は
非
常
に
商

品
性
の
高
い
出
版
物
で
あ
る
と
私
は
思
う
。
篁
村
は
ま
た

「其
磧
は

西
鶴
を
體
に
し
近
松
を
用
に
し
八
文
字
屋
物
と
唱
ふ
る
物
の
本
の
中

の
本
尊
と
輝
き
ぬ
」
と
、
そ
の
翻
案
の
巧
み
さ
を
高
く
評
価
し
た
。

確
か
に
あ
る
種
の

「分
か
り
難
さ
」
が
西
鶴
作
品
の
魅
力
の

一
つ
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
よ
り

「分
か
り
易
い
」
其
磧

が
不
当
に
低
い
評
価
を
受
け
る
の
は
、
篁
村
と
同
様
遺
憾
で
あ
る
。

三
、

「国
性
爺
」
ブ
ー
ム
の
到
来

本
稿
で
は
、
前
掲
杜
口
の
言
に
ひ
か
れ
、
近
松
と
其
磧
の
比
較
を

試
み
た
い
。
其
磧
作

『国
姓
爺
明
朝
太
平
記
』
(
六
巻
六
冊

・
享
保

二
年

企

七

一
七
〉
五
月
洛
陽
書
林
刊
/
以
下

『明
朝
太
平
記
』
と

略
す

・
引
用
は

「八
文
字
屋
本
全
集
」
六

に
よ
る
)
と
、
近
松
の
時

代
物
の
代
表
作

「国
性
爺
合
戦
」
(正
徳

五
年

〈
一
七

一
五
〉
十

一

月
大
坂
竹
本
座
初
演
/
以
下

「国
性
爺
」
と
略
す

・
引
用
は

「近
松

全
集
」
九
に
よ
る
)
・
続
編

「
国
性
爺
後

日
合
戦
」
(享
保
二
年
二
月

同
座
初
演
/
以
下

「後
日
」
と
略
す

・
引
用
は

「近
松
全
集
」
十
に
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よ
る
)
の
関
係
を
再
検
討
し
、
其
磧
時
代
物
の
特
徴
を
考
え
る
端
緒

と
し
た
い
。

「国
性
爺
」
は
足
掛
け
三
年
、
十
七

ヶ
月
間
の
長
期
興
行
を
記
録
、

す
ぐ
に
歌
舞
伎
化
さ
れ
浮
世
草
子
に
も
影
響
を
与
え
、

「
国
性
爺
」

ブ

ー
ム
を
現
出
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

『
明
朝
太
平
記
』

も
そ
れ
を
意
識
し
て

「
国
性
爺
」
と

「後
日
」
、

一
部
歌
舞
伎

に
構

想
を
得
て
い
る
。
和
藤
内
と
老

一
官
が
獅
子
が
城
を
訪
ね
る
場
面

(
二
の
三
)
な
ど
、
行
文
に
も

一
部

「国
性
爺
」

の
剽
窃
箇
所
が
あ

る
。
お
お
よ
そ
前
半
三
巻
が

「
国
性
爺
」
に
、
後
半
三
巻
が

「後
日
」

の
内
容

に
重
な
る
が
、
其
磧
は
執
筆
の
際
当
然
構
想
を
基
本
的
に
練

り
直
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

「本
書
の
筋
立
て
は
ほ
と
ん
ど

原
作
そ
の
ま
ま
で
あ
る
」
「(京

・
大
阪

・
江
戸
)
各
座
の
趣
向
や
、

さ
ら
に
は
他
の
作
品
の
趣
向
を
適
当
に
接
取
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
」

(
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
)
な
ど
と
い
っ
た
評
価
は
、

辞
典

の
項

目
と
い
う
字
数
制
限
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
其
磧
の
創
作
意
図
を
無

視
し
て
い
る
。
古
く
藤
岡
作
太
郎
が

「実
録
物
や
う
の
作
風
に
出
て
、

一
変
化
を
試
み
し
を
多
と
す
べ
し
」
(『近
代
小
説
史
』
大
正
六
年
初

版
)
と
位
置
付
け
、
後
藤
丹
治
が

「近
松
の
原
作
二
種
と
太
平
記
と

を
巧
み
に
配
合
す
る
事
に
よ

つ
て
、
こ
の
書
の
仕
組
の
重
要
な
部
分

を
構
成
し
た
」
(『
戦
記
物
語
の
研
究
」
昭
和
十

一
年
初
版
)
と
傾
聴

す

べ
き
評
価
を
下
し
て
い
る
。
長
谷
川
強
が
さ
ら
に
、
『太
平
記
」

よ
り
も
む
し
ろ

『智
恵
鑑
』
を
頻
繁

に
利
用
し
て
詭
計
を
描
く
点
を

指
摘
、
長
篇
の
時
代
物

へ
の
志
向
と
、
通
俗
軍
談

へ
の
関
心
が

「
国

性
爺
」
の
上
演
を
機
に
A旦

し
た
と
こ
ろ

に
生
ま
れ
た
作
で
あ
る
、

　　
　

と
適
切
に
論
じ
て
い
る
。
私
は
従
来
指
摘
さ
れ
た
典
拠
に
、
改
め
て

『明
清
闘
記
』
(寛
文
元
年

〈
一
六
六

一
〉
鵜
飼
石
斎
序
/
以
下

『
闘

記
』
と
略
す

・
引
用
は
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
)
を
加
え
た
い
。
後
述

　　
　

の
如
く
、
其
磧
は
明
ら
か
に

『闘
記
』
を
実
見
し
て
い
る
。
『闘
記
』

は

「国
性
爺
」
初
演
当
時
か
ら
そ
の
典
拠

と
さ
れ
、
具
体
的
な
影
響

　ヨ
　

関
係
も
考
証
さ
れ
て
い
る
が
、
『
明
朝
太
平
記
』
と
の
関
連
は
、
従

来
特
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、

「国
性
爺
」
・
「後
日
」
の
評
判

浄
瑠
璃
史
に
お
け
る

「国
性
爺
」
の
画
期
性
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
に
つ
い
て
も
、

「
日
本
の
母
」
と
称
さ
れ
継
母
の
義
理
を
余
す
所
な
く
発
揮
す
る
国

　
　
　

性
爺
の
母
親
な
ど
、
演
出
上
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
役
者
評

判
記

『役
者
色
茶
湯
』
(享
保
二
年
正
月

八
文
字
屋
刊

・
開
口
は
未

練
作
か
)
と
其
磧
作

『役
者
賭
双
六
」
(同
年
江
島
屋
刊
)

の
京
之

巻
は
、
享
保
元
年
秋
都
万
太
夫
座
上
演
の

「国
性
爺
」
に
言
及
す
る
。

甘
輝

(柴
崎
林
左
衛
門
)、
母

(
よ
し
澤

あ
や
め

・
番
付
に
役
名

こ

や
の
)、
錦
祥
女

(山
本
か
も
ん
)
の
三
人
が
絡
む
三
段
目
が
最
大

の
見
せ
場

で
あ
り
、
和
藤
内

(榊
山
小
四
郎
)
の
千
里
が
竹
に
お
け

　　
　

る
虎
退
治
の
荒
事
も
評
判
を
取

っ
た
。
母
役

の
演
技
も
、
大
坂
の
若
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女

形
霧
波
瀧
江
が
白
髪
頭
に
縛
ら
れ
な
が
ら
の
奮
闘
で
新
境
地
を
開

拓

し
、
好
評
を
博
し
た
。
評
判
記
か
ら
見
る
限
り
、
三
都
の
芝
居
と

も
内
容

に
大
差
は
な
く
、
番
付
を
見

て
も
浄
瑠
璃
を
ほ
ぼ
忠
実
に
舞

台
化
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し

「後
日
」
は
浄
瑠
璃

・
歌

ハユ

舞
伎
と
も
に
不
評
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

評
判
記
執
筆

の
た
あ
、
其
磧
は
三
都

の
歌
舞
伎
を
見
尽
く
し
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
其
磧
は
浄
瑠
璃

・
歌
舞
伎

の
見
せ
場
を
意
外
な

程

『
明
朝
太
平
記
』

に
継
承
し
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、
李
蹈
天

が
自
ら
の
左
眼
を
え
ぐ
る
、
呉
三
桂
が
自
分

の
子
を
身
代
わ
り
に
殺

す
、
後
述
錦
祥
女
と
母
親
の
犠
牲
的
自
害
、
九
仙
山

の
碁
立
軍
法
、

な
ど
の
場
面
で
あ
る
。
『明
朝
太
平
記
』
前
半
部
分

で
最
も
改
変
さ

れ
た
の
は
、
「国
性
爺
」
三
段
目
相
当
箇
所

(
二
の
三
～
三
の

一
)

で
あ
る
。
単
に

「国
性
爺
」
人
気
に
便
乗
す
る
な
ら
ば
、
変
え
る
必

要

は
な
い
。
以
下

『明
朝
太
平
記
』
の
特
徴
を

『
闘
記
』

の
記
述
を

踏
ま
え
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。

五
、

『明
朝
太
平
記
』
に
お
け
る
国
姓
爺

・
甘
輝
像

1

国
姓
爺
の
人
物
像

『明
朝
太
平
記
』
に
お
け
る
老

一
官

(鄭
芝
龍
)
・
和
藤
内

(国

姓
爺
)
・
甘
輝
像
は
、
近
松
作
よ
り
も
む
し
ろ

『
闘
記
』

の
そ
れ
に

近

い
。
『明
朝
太
平
記
』
二
の
二
冒
頭
に
以
下
の
如
く
言
う
。

和
藤
内
が
父
老

一
官
名
は
芝
龍
字
は
微
弘
。
泉
州
府
の
晋
江
県

石
井
の
人
。
其
父
を
能
騰
と
い
ふ
壮
年
の
時
よ
り
勇
を
好
ん
で

剛
強
人
に
超
た
り
。
大
明
神
宗
皇
帝

に
つ
か

へ
て
忠
勤
を
は
げ

み
し
が
。
代
を
し
う

つ
つ
て
思
宗
烈
皇
帝
婬
楽
を
好
み
玉
ひ
。

鄭
芝
龍
が
忠
諌
を
に
く
ん
で
追
放
し
給
ふ
。
是
に
よ

つ
て
唐
土

を
さ
つ
て
日
本
に
わ
た
り
肥
前
の
松
浦
に
か
く
れ
お
り
ぬ
。
平

め
と
り

戸
の
長
が
娘
を
嫁

一
人
の
子
を
も
ふ
け
。
唐
土
和
国
の
夫
婦
の

中
に
出
生
し
た
る
子
な
れ
ば
と
て
。
和
藤
内
と
名
付
け
る
。
此

者
幼
少
よ
り
力
量
余
の
人
に
ご
へ
成
人
に
し
た
が
ひ
い
よ
く

よ
の
つ
ね

勇
猛
盛
に
し
て
軍
謀
密
策
尋
常
の
よ
く
お
よ
ぶ
所
に
あ
ら
ず
…
…

「和
藤
内
」
の
名
は

「国
性
爺
」
に
拠

る
が
、
そ
れ
以
外
は

『闘
記
』

二
の
十

の
記
述
に
拠

っ
て
い
る
。

-
…
二

官
。
名
は
芝
龍
。
字
は
微
弘
。
泉
州
府
之
晋
江
県
石
井

之
人
。
父
を
能
騰
と
い
ふ
。
兄
弟
五
人
。
少
き
時
よ
り
勇
を
好

ヨ
ノ

ツ
ネ

で
。
剛
強
人

に
超
た
り
。
成
長
之
後
。
軍
謀
密
策
尋
常
之
人
の

能
ク及
ぶ
所
に
非
ず
。
万
暦
年
中
に
。
故
有

て
逐
臣
と
成

て
。

往

て
日
本
肥
州
松
浦
,郡
平
戸
に
住
す
。

『
明
朝
太
平
記
』
が
こ
れ
を

一
部
和
藤
内

の
事
と
し
て
改
め
た
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
『明
朝
太
平
記
』
で

「
ロ
ハあ
け
て
も
暮

て

も
武
芸
を
好
み
軍
書
に
眼
を
さ
ら
し
。

兵
法
剣
術
を
鍛
練
し
。
所

の

若
い
力
量
の
者
共
を
此
寺

へ
よ
ぴ
あ

つ
め
。
毎
日
武
芸

の
稽
古
。
」

(二
の

一
)
と
い
う
和
藤
内
像
は
、
『
闘
記
』
の

「
本
よ
り
任
侠
を
好

み
。
兵
法
を
事
と
し
け
る
間
。
数
度
人
衆
を
分
て
。
工
拙
を
試
る
」
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(三

の
六
)
と
い
う
国
姓
爺
と
非
常

に
似
通

っ
て
い
る
。
「
国
性
爺
」

に
見
え
る
血
気
の
勇
者
と
い
う
和
藤
内
の
性
格
は
後
退
し
た
。

2

甘
輝
の
人
物
像

甘
輝
に
つ
い
て
も

『明
朝
太
平
記
』
(三
の

一
/
上
段
)
と

『
闘

記
』
(四
の
四
/
下
段
)
を
比
較
し
た
い
。

ち
ゃ
く
し
う
ふ

五
常
軍
甘
輝
は
元
潭
州
府
の

人
盛
才
明
語
に
し
て
勇
猛
人

に
超
た
り
。
よ
く
弓
を
射
馬

に
乗
軍
法
を
学
び
て
四
夷
の

事
に
通
ず
。
暫
く
韃
靼
に
し

た
が
ふ
て
人
の
心
を
う
か
ゴ

ふ
。
興
化
府
の
九
僊
山
に
の

ぼ

つ
て
何
仙
廟
に
い
の
る
こ

と
あ
り
し
に
。
夢
中
に
不
思

儀
の
事
を
見
た
り
金
鳥
飛
で

南
海
に
入
車
輪
と
な

つ
て
北

山

に

む

か

ふ
。

甘

輝

つ

く

ぐ

霊
夢

の
心
を
占
に
金

烏
は
日
輪
天
子
の
象
な
り
。

南
海
は
福
健
省
上
は
福
寧
下

は
万
安
興
化
泉
州
潭
州
に
至

爰
に
潭
州
府
之
人
甘
輝
と
云

者
有
。
盛
才
明
語
に
し
て
。

勇
猛
人

に
超
た
り
。
能
,
弓

を
射
馬
に
乗
。
軍
法
を
学
て
。

四
夷
之
事
に
通
ず
。
弘
光
年

中
に
。
出
て
森
官
に
仕

へ
。

翌
年
提
督
征
討
諸
軍
事
と

成
ル時
に
興
化
府
之
九
仙
山

.

登

つ
て
。
何
仙
廟
に
祈
る
事

有
し
に
。
夢
中
に
不
思
議
の

事
を
見
た
り

金
烏
飛
入
南
海

為
車
輪
向
北
山

又
云

官
当
至
崇
明

寿
亦
至
崇
明

る
迄
。
皆
是
中
原
よ
り
南
に

あ
た
れ
り
。
か
な
ら
ず
予
ひ

と
り
の
明
君
を
守
立
奉

つ
て

北
に
む
か

つ
て
南
北
両
直
を

打
と
り
。
二
た
び
大
明
を
興

す
べ
き
の
吉
夢
な
り
と
。
心

中
に
よ
ろ
こ
ぼ
し
く
再
拝
し

て
下
向
し
ぬ
。

甘
輝
夢
醒

て
。

つ
く

ぐ

と

霊
夢
之
心
を
占
ふ
.。
金
烏

は
日
輪
。
天
子
之
象
也
。
南

海

は
福
健
省
。
上
は
福
寧
よ

り
。
下
は
懐
安
万
安
興
化
泉

州
潭
州
府
に
至
る
迄
。
皆
是キ

ン

中
原
よ
り
南
に
当
れ
り
。
今

上
皇
帝
福
健
に
於
て
。
位
に

即
鎮
座
し
お
は
し
ま
す
。
森

官
此
君
を
守
立
.奉

て
。
車

輪
を
転
ず
る
が
如
く
。
北
に

向

て
。
南
北
両
直
を
打
取
リ。

再
び
大
明
を
興
す
べ
き
の
吉

徴
な
り
。

霊
夢
に
つ
い
て
は
長
谷
川
が
指
摘
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
両
者
の

密
接
な
影
響
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。
其
磧
は
甘
輝
を
元
来
大
明
再

興
の
野
望
を
抱
き
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
韃
靼
に
内
通
す
る
者

で
あ
る
と
明
確
に
設
定
し
た
。
こ
れ
が

「国
性
爺
」
と
の
相
違
で
あ

る
Q

3

三
段
目
の
改
変

「国
性
爺
」

の
甘
輝
も
、
和
藤
内
母

の
協
力
要
請
に
対
し

「望
む
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所

の
御
頼
み
」
と
言
う
以
上
、
韃
靼
王

に
仕
え
る
現
状

に
満
足
し
て

い
な
い
よ
う
な
素
振
り
が
窺
え
る
。
し
か
し
快
諾
す
る
か
と
見
え
て

保
留
す
る
の
は
、
母

で
な
く
と
も

「
そ
り
や
御

ひ
き
や
う
な
詞
が
ち

さ
か
や
き

が
ふ
」
と
思
わ
せ
る
。
甘
輝
は

「和
藤
内
が
月
代
首

ひ
つ
さ
げ
て
来

ら
ん
と
。
広
言
は
き
し
某
が
。
......
(中
略
)
…
…
女

に
ほ
だ
さ
れ

縁

に
ひ
か
れ
腰
が
ぬ
け
て
弓
矢

の
義
を
わ
す
れ
し
と
。
た

つ
た
ん
人

の
雑

口
に
か
け
ら
れ
ん
は
必
諚
。
し
か
れ
ば
子
孫
末
孫

の
恥
辱

の
が

れ
が
た
し
」
と
言
う
。

こ
の
場
合

の
恥
辱
と
は
、
勇
士
と
し
て
妻

の

縁

で

「
弓
矢

の
義
を
忘
れ
」
た
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
従
来
野
蛮

視

し
て
い
た
は
ず
の

「韃
靼
人

の
雑

口
」

に
か
か
る
こ
と
な
の
か
。

「和
藤
内
の
月
代
首
」
云
々
の
広
言
も
、
そ
の
時
点

で
は
甘
輝

の
本

音
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば

「義
信

の
二
字
を
額

に

当
さ

つ
は
り
と
味
方
せ
ん
た
め
」
と
、
妻

に
死
を
迫
る
甘
輝

の
言
葉

は
、
確
か
に
本
文
に
も

「理
非
を
か
ざ
ら
ぬ
」
と
言
う
通
り
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
是
非
善
悪
を
問
う
べ
き
問
題
で
は
な
く
、
「義
理
」

の

名
を
借
り
た
甘
輝
の

「情
」

の
問
題
で
あ
る
。
和
藤
内

に
向

い

「女

房

の
縁
と
い
へ
ば
猶
な
ら
ぬ
」
と
言
う
言
葉

に
、
甘
輝

の
本
音
が
透

け

て
見
え
る
。
こ
う
し
て
見
る
と

「国
性
爺
」
の
甘
輝
は
、
そ
の
性

根

に
や
や
曖
昧
な
印
象
が
残
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
甘
輝
が
よ
り

人
間
的
で
あ
る
と
す
る
評
価
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
私
の
体
験
か
ら

し

て
も
観
劇
中
に
は
特
に
疑
問
は
起
き
な
い
。
和
藤
内
ら
に
と

っ
て

も
甘
輝
が
味
方
す
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
り
、
ま
し
て
城
外
で
待

つ

和
藤
内
は
甘
輝

の
心
理
を
知
る
由
も
な
い
。
そ
し
て
錦
祥
女
の
自
害

が
事
態
を

一
挙

に
収
束
し
、
更
な
る
母
の
自
害

に
観
客
も
眼
が
奪
わ

れ
る
。
よ

っ
て
演
劇
と
し
て
見
た
場
合
、

こ
れ
が
欠
点

で
あ
る
と
言

う

つ
も
り
は
全
く
な
い
。
た
だ
し
作
品
と
し
て
読
む
場
合

に
は
、
甘

輝
が
主
要
な
人
物

で
あ
る
だ
け
に
や
や
物

足
り
な
さ
が
残
る
の
は
私

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

一
方

『
明
朝
太
平
記
』

に
お
い
て
其
磧

は
極
め
て
周
到
で
あ
り
、

こ
の
箇
所
は
彼

の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
甘
輝

の
他
出
中
、
老

一
官
ら
と
の
再
会
を
悦
ぶ
錦
祥
女

の
口
か
ら

「
つ
れ
あ
い
甘
輝
は
心

の
ふ
か
い
人

に
し
て

一
世
が
間

つ
れ
そ

へ
ば
と
て
。
女
な
ど
に
中

≧

大
事
を
打
あ
け
て
は
申
さ
れ
ぬ
人
な
る
ゆ

へ
底
の
心
は
存
ぜ
ね
共
…
…

(中
略
)
…
…
直
に
対
談
な
さ
れ
な
ば
意
内
は
大
か
た
し
れ
申
さ
ん
」

と
言
わ
せ
る
。
帰
館
し
た
甘
輝
は
、
和
藤
内

一
行

に
向

っ
て
開
口

一

番

「某
は
ロ
バ今
韃
靼

の
大
王
の
幕
下

に
属
し
。
高
禄
を
請
た
る
身
大

明
の
余
類
は
さ
が
し
出
し
て
註
進
し
奉
公
を
仕
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
我
等
。

を
の
く

も
聟
が
手
柄

に
も
な
り
さ
ふ
な
る
事
候
は
丶
仰
聞
ら
れ
給

は
れ
」
と
、

一
行

の
要
請
を
聞
く
以
前

に
遮
る
。
そ
こ
で
老

一
官
が

躊
躇
し
て
い
る
と
、
和
藤
内
が
野
蛮
な
韃
靼
人

に
仕
え
る
よ
う
な
者

と
は
義
絶
す
る
と
息
巻
く
。
困
惑
し
た
錦
祥
女
が
間
に
入

っ
て
取
り

成
す
が
、
甘
輝
は
、
本
物

の
和
藤
内

一
行

な
ら
ば
韃
靼
王
に
差
し
出

す
が
、
贋
者
で
あ
ろ
う
か
ら
帰
れ
と
言
う
。
「
国
性
爺
」

で
葛
藤

の

原
因
と
な

っ
た
妻
の
縁
云
々
と
い
っ
た
発
言
は
全
く
し
て
い
な
い
の
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で
あ
る
。

つ
ま
り
甘
輝
は
あ
く
ま
で
、
野
望
を
抱

い
て
韃
靼

の
禄
を

食
む
と
い
う
真
意
を
安
直

に
他
人

に
洩
ら
さ
な
い
慎
重
さ
と
、
妻

の

縁
者

で
あ
る

一
行
を
逃
が
そ
う
と
す
る
寛
容
さ
を
見
せ
て
い
る
。

こ

こ
で
も
甘
輝
は
韃
靼
王
か
ら
和
藤
内

の
捕
縛
命
令
を
受
け
た
と
し
、

「此
甘
輝
が
片
腕
に
て
ひ
つ
つ
か
ま

へ
。
父
子
共
に
い
ま
し
め
て
参

ら
す
べ
し
と
広
言
吐
し
某
な
れ
ば
。
」
と
言
う
。

し
か
し
こ
の
場
合

は
、
あ
く
ま
で
甘
輝
が
韃
靼
王

に
忠
誠
を
尽
く
す
と
見
せ
か
け
て
油

断
さ
せ
る
た
め
の
言
動
と
し
て
、
読
者
も
納
得

で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
悟

っ
た

一
官
が
甘
輝

の
芳
志
を
感
じ
て
い
る
と
、
和
藤
内
は

す
か
さ
ず
、
心
底
は
呑
み
込
ん
だ
が
思
宗
烈
皇
帝

の
弔
い
合
戦
は
早

い
方
が
よ
い
、
時
機
を
逸
す
る
と
韃
靼

の
勢
力
が
増
し
て
困
難
に
な

る
、
と
忠
告
し
、
二
人

の
協
力
関
係
が
成
立
す
る
。
ま
た

『明
朝
太

平

記
』

で
は
母
は
全
く
活
躍
せ
ず
、
逸
る
和
藤
内
を
諌
め
る
の
も
老

一
官

の
役
割

に
仕
替
え
て
い
る
。
縄
付
き

の
母
が
、
錦
祥
女
を
殺
そ

う
と
す
る
甘
輝
を
食
ら
い
付
い
て
留
め
る

「唐
猫
」

の
件

は
、

「国

性

爺
」

の
舞
台

で
は
非
常
に
映
え
る
。
近
松
や
杜
口
が
指
摘
す
る
、

人
形

の
働
き
を
重
視
し
た
文
飾

で
あ
る
。
し
か
し
草
紙

で
そ
う
し
た

緊
迫
感
や
動
的
効
果
を
出
す
の
は
な
か
な
か
困
難

で
あ
ろ
う
。
ま
た

「国
性
爺
」
に
お
け
る
母
の
遺
言

「だ

つ
た
ん
王
は
面
々
が
母

の
敵

妻

の
敵
と
。
思

へ
ば
討
に
力
有
。
気
を
た
る
ま
せ
ぬ
母

の
慈
悲
」
は
、

見
方

に
よ

っ
て
は
大
明
再
興

の
動
機
付
け
を
単
な
る
私
憤
に
堕
す
る

,
も

の
で
も
あ
る
。
『明
朝
太
平
記
』
の
方
向
性
と
は
齟
齬
す
る
た
め
、

あ
え
て
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
か
。

4

演
劇
と
浮
世
草
子
の
間

以
上

の
よ
う
な
改
変
の
理
由
を
、
単
に

「国
性
爺
」
の
二
番
煎
じ

を
避
け
た
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
で
き
な

い
と
思
う
。
其
磧
が
、
舞

台
で
観
客
の
視
覚
に
訴
え
る

「国
性
爺
」
中
の
場
面
を

『明
朝
太
平

　　
　

記
』
で
は
省
略
な
い
し
圧
縮
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
。

三
段
目

で
言
え
ば
、
獅
子
が
城
楼
門
で
錦
祥
女
が
鏡
に
老

一
官
の
姿

を
映
し
、
形
見
の
絵
姿
と
比
べ
実
父
と
知

る
場
面
も
そ
の

一
つ
と
言

え
よ
う
。
こ
こ
は

『難
波
土
産
』
巻
四

「国
性
爺
合
戦
」
評
に

「理

の
く
ら
き
書
や
う
也
」
と
記
さ
れ
た
箇
所

で
あ
る
。
夜
中
月
光
で
鏡

に
顔
が
映
る
は
ず
が
な

い
、
と
し
て

「
此
段

は
な

は
だ

い
ぶ
か

し

く

」
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
面
も
、
実
際
上
演
中
に
は
観
客

が
特
に
不
審
に
感
ず
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
舞
台
上
の
楼
門
が
目

を
引
き
、
父
娘
の
情
味
溢
れ
る
見
せ
場
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
草
紙
の
場
合
、
「
理
の
く
ら
き
」
趣
向

や
行
文
が
あ
れ
ば
、
欠
点

と
し
て
読
者
の
目
に
付
く
の
が
常
で
あ
ろ
う
。
娯
楽
本
と
は
言
え
、

浮
世
草
子
の
読
者
層
は
中
流
以
上
の
町
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
浄

瑠
璃
や
歌
舞
伎
を
忠
実
に
草
紙
化
す
る
だ
け
で
は
効
果
が
薄
く
、
読

者
を
納
得
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
其
磧
は
よ
く
心
得
て
い
た
と
私
は

思
う
。
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六
、

『
明
朝
太
平
記
』
と

「後
日
」
の
関
係

『
明
朝
太
平
記
』

の
後
半
部
分
は

「後
日
」
を
大
幅
に
改
変
し
て

い
る
。
其
磧
自
身
が

『野
傾
髪
透
油
』
京
之
巻
に
言
う

「後
日
」
の

不
評
も
そ
の

一
因
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り

「後
日
」
と

「国
性
爺
」

と

の
趣
向
の
重
複
箇
所
な
ど
を
整
理

・
省
略
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ

し

て
国
姓
爺
と
甘
輝
の
不
和
と
和
解
、
老

一
官

の
自
害
、
甘
輝
と
万

礼

の
協
力
、
の
大
筋
を
採

っ
た
。

「後
日
」
に
お
け
る
国
性
爺

・
甘
輝
不
和
の
原
因
は
、
甘
輝
が
石

門
龍
の
姦
計
に
乗
せ
ら
れ
国
性
爺
の
日
本
風
に
反
発
し
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も

「
日
本
の
勇
者
異
国
の
義
者
」
と
言
わ
れ
る
両

者

の
捨
て
台
詞
を
遺
し
て
の
決
裂
は
、
石
門
龍
で
な
く
て
も

「ま
ん

ま
と
く
ら
ふ
て
。
追
出
す
か
ん
き
も
か
ん
き
立
の
く
汝

(11
国
性
爺
)

も
汝
。
ち
ゑ
な
し
の
あ

つ
ま
り
。」
と
思
わ
せ
な
い
で
も
な
い
。
其

磧

は

「後
日
」
で
の
甘
輝
と
栴
檀
皇
女
の
婚
礼
を
、
呉
三
桂
と
の
こ

と
に
仕
替
え
た
。
呉
三
桂
が
甘
輝
に
書
簡
で
、
皇
女
と
密
通
す
る
国

性
爺
が
自
分
を
闇
討
ち
に
す
る
計
略
を
知
り
身
を
引
く
旨
を
通
知
す

る
。
甘
輝
か
ら
忠
告
さ
れ
た
国
姓
爺
は
身
に
覚
え
が
な
く
激
怒
、
九

仙
山
に
呉
三
桂
を
訪
ね
る
と
、
そ
れ
は
佞
臣
に
よ
る
謀
計
で
、
自
分

は
亡
妻
柳
歌
君
を
想
い
再
婚

の
意
志
な
し
、
と
諭
さ
れ
る
。

一
方
甘

輝
か
ら
国
姓
爺
の
不
行
跡
を
聞
い
た
老

一
官
は
謀
計
を
察
知
、
石
門

龍

の
部
下
に
耳
の
遠
い
ふ
り
を
し
て
近
づ
き
、
下
知
文
を
壁
に
書
か

せ
て
筆
勢
の
類
似
か
ら
呉
三
桂
の
偽
筆
者
と
見
破
り
捕
縛
す
る
、
と

い
う
凝

っ
た
展
開
を
見
せ
る
。
「後
日
」

で
影

の
薄
い
呉
三
桂
を
上

手
く

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
か
ら
ま
せ
、
老

一
官
に
も

『闘
記
』
に
見

え
る
武
人
と
し
N
s

l
面
を
付
与
す
る
な
ど
、
其
磧
の
工
夫
が
窺
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

ま
た

『
明
朝
太
平
記
』
巻
五
で
は
、

錦
祥
女
、

養
父
陳
芝
豹

(「後
日
」

で
は
甘
輝

の
叔
父
)
、
韃
靼
王

の
嫡
子
阿
克
商

に
仕
え
る

実
子
万
礼

の
葛
藤
を
描
く
。
万
礼
は
阿
国
商
か
ら
、
国
姓
爺
を
誘
き

寄
せ
る
た
め
老

一
官
を
捕
縛
せ
よ

(『闘
記
』
四
の

一
に
よ
る
)

と

の
命
を
受
け
る
。
錦
祥
女
は
、

一
官
を
差

し
出
せ
ば
養
父
に
非
義
者

の
悪
名
を
立

て
る
事

に
な
る
と
、
道
理
を
正
す
。

『
明
朝
太
平
記
』

の
錦
祥
女
は
、
総
じ
て
理
に
聡
い
賢
明
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
、

「,国
性
爺
」
に
お
け
る
情
に
厚
い
錦
祥
女

と
は
ま
た
違

っ
た
趣
き
が

あ
る
。
大
明
方
に
協
力
せ
よ
と
言
う
芝
豹

に
対
し
、
阿
国
商

へ
の
恩

を
思
う
万
礼
は
悩
ん
だ
末
、
「大
明
方
の
者
を

一
人
惣
名
代
に
」
召

し
渡
す
と
い
う
妥
協
策
を
出
す
。
老
齢
の

一
官
が
自
ら
首
を
は
ね
、

万
礼
は
首
を
器
に
入
れ
て
阿
国
商
方
ま
で
下
人
に
運
ば
せ
る
。
途
中

で
偶
然
下
人
と
行
き
会

っ
た
甘
輝
は
、
下
人
を
脅
し
て
自
分
の
部
下

に
し

(「
国
性
爺
」
千
里
が
竹
で
安
大
人
ら
が
国
性
爺

に
帰
順
す
る

段
に
着
想
し
た
か
)
、
首
を
獄
門
に
掛
け
ら
れ
て
は
、
国
姓
爺

に
対

し

一
分
が
立
た
な
い
と
万
礼
に
詰
問
す
る
。
自
分
の
軽
率
さ
を
悟

っ

た
万
礼
が
死
を
覚
悟
す
る
と
、
芝
豹
が
身
代
わ
り
に
自
害
、
甘
輝
と
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万
礼
は
和
解
す
る
。
「後
日
」
で
は
、
羊
を
殺
し

て
料
理
の
準
備
を

す
る
芝
豹
の
妻
を
甘
輝
が
誤
解
し
て
殺
害
し
、
万
礼
妻
を
谷
底

へ
蹴

落
と
す
。
「忠
義
か

へ
つ
て
不
忠
と
成
」

っ
た
甘
輝
の
苦
悩
を
描
き
、

英
雄
と
は
言
え
人
間
の
弱
さ
を
出
そ
う
と
す
る
近
松
な
り
の
意
図
は

理
解
で
き
る
。
や
は
り
人
形
の
働
き
を
重
視
し
た
箇
所

で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
文
章
と
し
て
読
む
と
、
や
は
り
武
将
と
し
て
ま
し
て
女
性
相

手

に

「
そ
こ
つ
と
や
申
さ
ん
お
く
れ
た
り
と
や
申
べ
き
」
と
の
感
が

強

い
の
で
あ
る
。
其
磧
は
こ
の
件
を
取
ら
ず
、
「
国
性
爺
」
三
段
目

の
甘
輝
ら
の
葛
藤
を
こ
の
場
に
仕
替
え
た
。

一
官
と
芝
豹
の
自
害
が

一
挙
に
困
難
を
打
開
す
る
の
は
、
「国
性
爺
」

の
錦
祥
女
と
母
の
自

害

の
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
国
姓
爺

・
甘
輝

・
万
礼
共
に

大
明
の
旧
臣
で
あ

っ
た
父

一
官
と
芝
豹
の
遺
志
を
継
ぐ
と
い
う
大
義

名
分
が
立

つ
。
以
上
、
『
明
朝
太
平
記
』
は
や
や
理
屈
に
勝

る
展
開

で
は
あ
る
が
、
大
明
方
の
人
物
が
困
難
な
状
況
の
中
で
も
あ
く
ま
で

道
理
を
貫

こ
う
と
す
る
姿
勢
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
が
杜
口

の
言
う

「人
情
を
よ
く
書
き
こ
な
」
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

特

に
全
編
を
通
じ
、
思
慮
深
い
甘
輝
像
を
首
尾

一
貫
さ
せ
る
意
図
が

看
取
さ
れ
る
。

七
、

『
闘
記
』
の
構
成
と

『
明
朝
太
平
記
』

『
闘
記
』
が

『
明
朝
太
平
記
』

に
与
え
た
影
響
は
多
大
な
も
の
が

あ
る
。
本
書
は
従
来

「
国
性
爺
」
・
「
後
日
」

の
典
拠
と
し
て
し
か
言

　　
　

及
さ
れ
な
い
が
、
よ
り
注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き
軍
記

で
あ
る
。
『
明

朝
太
平
記
』
跋

(句
読
を
私
に
補
う
)
に

奇
正
の
術
は
和
朝
の
楠
正
成
か
謀
を
宗
と
し
て
、
勇
猛
の
力
業

は
弁
慶
朝
比
奈
が
勢
ひ
を
凌
げ
り
。
爰
に
長
崎
に
ひ
と
り
の
老

人
あ

つ
て
、
書
に
な
き
国
姓
爺
が
異
朝
に
て
の
手
柄
ぱ
な
し
、

今
目
前
に
見
し
ご
と
く
語
り
ぬ
る
を
、
其
ま
丶
是
に
書
加
へ
て
…
…

と
あ
る
。
国
姓
爺
を
楠
木
正
成
ら
に
比
す
る
発
想
は

「明
朝
太
平
記
」

の
書
名
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
長
崎
住

の
老
人
の
話
を
基

に
し
た
、

と
仮
託
す
る
の
は

『
闘
記
』
の
存
在
を
暗
示
す
る
言
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
其
磧
が

『
智
恵
鑑
』
を
利
用
し

て
詭
計
を
描
い
た
と
さ
れ
る

箇
所
も
、
実
は

『
闘
記
』
に
見
え
る
も

の
が
あ
る
。
『明
朝
太
平
記
』

三
の
二
に
は
国
姓
爺
の
軍
略
が
幾

つ
か
描
か
れ
る
。
燕
の
楽
毅
の
故

事
を
引
き
、
攻
め
急
ぐ
よ
り
敵
の
疲
弊
を
待

つ
、
と
い
ヶ
箇
所
は
、

行
文
は

『智
恵
鑑
』
八
の
二
に
よ
る
が
、
『闘
記
』
五
の

一

「国
姓

爺
抜
二潭
州
府
城

一事
」
に
載
る
。
ま
た
煮
豆
を
入
れ
た
竹
筒
を
腰
に

つ
け
る
箇
所
は
、
同
じ
く

『智
恵
鑑
』
八

の
十

一
に
拠

る
が
、
『
闘

記
』
九
の
二

「官
軍
抜
二崇
明
関
一事
」

に
見
え
る
。
梅
勒
王
の
火
牛

の
謀
計
を
国
姓
爺
が
撃
退
す
る
箇
所
は

『智
恵
鑑
』
八
の
廿
四

・
廿

五
に
拠
る
が
、
『
闘
記
』
二
の
六

「
火
牛
熱
鶏
事
」

に
も

「
火
牛
」

の
計
略
が
載
る
。
『
明
朝
太
平
記
』
が
好
ん

で
国
姓
爺
の
詭
計
を
描

く
の
は
、
何
よ
り

『闘
記
』

の
戦
闘
場
面

の
影
響
を
見
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
前
掲
箇
所
も

『闘
記
』

の
記
述

に
触
発
さ
れ
、
『智
恵
鑑
』
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で
補

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
其
磧

の

周
到
さ
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
軍
記
の
類
は

『
太
平
記
』
も
含
め
、

一
章
を
立
て
る
な
ど
し
て
中
国
の
故
事
を
長
文
に
わ
た

っ
て
記
す
場

合
が
多
い
。
そ
う
し
た
挿
話
は
作
品
に
過
去

の
歴
史

に
照
ら
す
と
い

う
重
厚
さ
を
与
え
る
効
果
が
あ
ろ
う
。

一
方

で
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行

を
妨
げ
、
緊
張
感
を
削
ぐ
き
ら
い
も
あ
る
。
そ
の
点
其
磧
は
、
作
中

に
違
和
感
な
く
簡
略
に
故
事
を
は
め
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

八
、

『明
朝
太
平
記
』

の
意
義

『明
朝
太
平
記
』
は

「
国
性
爺
」
ブ
ー
ム
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ

た
作
で
は
あ
る
が
、
細
部
は
措
く
と
し
て
全
体
と
し
て
は

「国
性
爺
」
・

「後

日
」
の
パ
ロ
デ
ィ
的
な
可
笑
し
さ
や
、
や

つ
し
的
な
好
色
味
を

狙

っ
た
も
の
で
は
な
い
ゆ

こ
の
点

に
お
い
て
他

の
国
性
爺
物
の
浮
世

草
子
類
と
異
な
り
、
ま
た
従
来

の
長
編
浮
世
草
子
に
比
し
て
も
新
機

軸
を
出
し
得
て
い
る
と
言
え
る
。
私
は
享
保
二
年
正
月
刊

『明
清
軍

　　
　

談
国
姓
爺
忠
義
伝
』

の
存
在
も
、
其
磧
を
刺
激
し
た
と
考
え
て
い
る
。

通
俗
軍
談
流
の
戦
闘
描
写
や
詭
計
に
影
響
を
受
け

つ
つ
、
武
将
な
ど

人
名
の
羅
列
等

の
煩
雑
さ
を
避
け
、
浮
世
草
子
流
の
滑
稽
さ
を
加
味

し
た
所
に

『
明
朝
太
平
記
』

の
意
義
を
見
出
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
其

磧

の
時
代
物
は
演
劇
翻
案
作
が
大
多
数

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
演
劇
を
意
識
す
る
か
ら
こ
そ
単
な
る
場
面

の
は
め

こ
み
を
避

け
、
草
紙
と
し
て
の
独
自
性

・
一
貫
性
を
打
ち
出
そ
う
と
腐
心
し
た

の
だ

と
思

わ

れ

る
。

注
(
1
)

『浮
世
草
子

の
研
究
』
第
五
節

二

「国
姓
爺
明
朝

太
平

記
」

(
昭
和

四
十

四
年
初
版

桜
楓
社
)
。
以
下

『
智
恵
鑑
』

の
剽
窃

箇
所

な
ど

、

長
谷
川

の
言
説

は
こ
れ
に
よ
る
。

(
2
)
他

に
も

「国
性
爺
」

「後

日
」

に
は
な
く

『闘
記

」

に
載

る
中

国
人

名

や

「大
星
所
」
な

る
城

の
名
前
を
、
其
磧

が

『
明
朝
太
平
記
』

で
使

用
す

る
等

の
箇
所

が
幾

つ
か
あ

る
。
『
明
朝
太
平
記
』

冒

頭
章

、

崇
禎

八
年

の
重
陽

の
儀
式

は

『
闘
記
』
冒
頭
章

に
、
『
明

朝
太

平
記

』

六

の

二
で
万
礼

が

「火
浣
布
」

の
説
明
を
す

る
件

は
、
『
闘
記
」

四

の
五

に

国
姓
爺

の
拝
領
品
を
説
明
す

る
箇
所

に
よ
る
。

(
3
)
西
沢

一
風
作
と

さ
れ

る

『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』

に

「
......
「
明
清
寇

記
」
と
申
を
近
松
氏
が

つ
く
り
な
を
し
」
と
言
及
が
あ

る
。

こ
れ

に
注

目
し
た
野
間
光
辰
が

「『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』
と

『
国
性

爺
合

戦
』

の

原
拠

に

つ
い
て
」
「
『
明
清
闘
記
』
と
近
松

の
国
性
爺
物
」

(『
近
世
芸
苑

譜
』
所
収

昭
和
六
十
年

八
木
書
店
刊
)

に
て
、

『
闘

記
』

の
成

立

事
情
や

「
国
性
爺
」
「
後

日
」
と

の
関
係
を
旦
ハ体
的

に
考
察
し
た
。
『
闘

記
』

は
渡
来
人

の
末
裔

で
長
崎
住

の
前
園
仁
左
衛
門
噌
武
が
中
国
入
か

ら
入
手
し

た
情
報
を
基

に
執
筆
し
、
石
斎
が
校
閲
し

て
成

っ
た
。

(
4
)
黒
石
陽
子

「
「
国
性

爺
合
戦

」

考

i

三
段

目

の
老

母
像

を
中

心

に

ー

」

(
『
言
語

と
文
芸

」

一
〇

二

昭
和

六
十

三
年

二
月

号
)
・

「
「
国

性
爺
合

戦

」
試

論

-

老
母

像
造

形

の
意

味

1

」

(
『
歌

舞

伎

ー

研
究
と
批
評

ー

』
創
刊
号

昭
和

六
十

三
年

八
月

)
。

こ

の

老
母

に

「
王
陵

の
母
」
等

『
列
女
伝
』

に
見
え
る
継
母

の
影
響
が
あ

る

と
す

る
指
摘

に
は
賛
同

で
き

る
が
、
其
磧
作

の
赤
穂
義
士
物

『
忠
臣
略

0m



太
平
記
』
(
正
徳
二
年

刊
)

一
の
三
、
木
村

源
三

の
母

の
自
害

に

「
王

凌

」

の
母

の
犠

牲
を
翻
案

し

て
い
る
。

息
子

の
大
望
を
後

押
し
て
自
害

す
る
母
親
像

に
は
、

こ
れ
が

ヒ
ン
ト

の

一
つ
に
な

っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

(
5
)
長
谷
川
が
大
坂

の
芝
居

で
虎

が
二
匹
登
場

し

て
好

評
と
い
う

『野
傾

髪
透
油
」

(享

保
二
年

四
月

刊
)

の
記
述

に
注

目
、

『
明
朝
太
平

記
』

二

の
二
は
こ
れ
に
よ
り
、

こ
こ
に
卞

荘
子

の
故
事
を
出

し
和
藤
内

が
兵
機

を
悟

る
の
は

『智
恵
鑑
』
七

の
十

三
に
よ
る
と
す

る
。
ち

な
み
に
こ
の

両
虎

の
故
事

を

『明
朝
太
平
記
』

四
の
二
で
呉
三
桂

の
偽
簡

の
文
句

に

再
度

用
い
て
い
る
が
、

こ
ち

ら

の
行

文

は
作
者

未
詳

の
八
文
字

屋
本

『頼
朝

三
代
鎌
倉
記
』

(正
徳

二
年
序
)

四
の
三
に
よ

っ
た
と
見

ら
れ

る
。

(
6
)

『義
太
夫
年
表
』

「国
性
爺
後

日
合
戦
」

の
項
。

ま
た

『
髪

透
油

』

京
之
巻

に
よ
れ
ば
布
袋
屋
座

・
都
万
太
夫
座

と
も

に

「後

日
」

は
不
当

た
り
、
前
者

は

「
国
性
爺
前
後
合
戦
」
と
し

て
初
め
を
入
れ

た
た
め
少

し

は
よ
く
、
後
者

は
浄
瑠
璃
と
変

え
て
万
礼
役
を
甘
輝

に
仕
替

え
る
な

ど
し

た
が
、
当

た
り
見
え
ず
と

い
う
。

(
7
)
注

(
1
)
参
照
。

(
8
)
本
書
が
儒
者

に
も

よ
く
読
ま
れ

た
こ
と

は
塚
本
学

「
江
戸
時
代

に
お

け

る

「
夷
」
概
念

に

つ
い
て
」
h
『
近
世
再
考
」
所
収

昭
和
六
十

一
年

日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
刊
)
注

(
26
)

に
指
摘
が
あ

る
。

石
斎
が
関
わ

っ
た
成
立
事
情
も
手
伝

い
、
史
書
と
見
な
さ
れ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た

『
難
波
土
産
』
巻

四

「
し
ぎ
蛤
あ
ら
そ

ひ
」

の
注
釈

に

「
是
は
も
と
…
…
」
と
し

て
、
呉
三
桂
と
李
自
成
を

戦

わ
せ
消

耗

し
た

隙

に
両
者
を
討
伐
す
る
韃
靼

の
計
略
を
、
「
国
性
爺
」

に
仕
組

む

と
す

る
。

こ
の
故
事
は

『
戦
国
策
』

に
出
る
有
名
な
も

の
だ
が
、
「
国
性
爺
」

が
直
接

に
は

『
闘
記
』
二

の
八

に
よ
る

こ
と
が
、
当
時
す

で
に
理
解
さ

れ
た

こ
と
が
興
味
深

い
。

(
9
)
本

書

に

つ
い
て
は
拙

稿

「
『
明
清
軍
談
国
姓
爺
忠
義

伝
」

を

め

ぐ

っ

て
」

(
『国
文
学
研
究
』
八
十
五

昭
和
六
十

三
年

三
月
)
参

照
。
作
者

未
詳
な

が
ら
、
複
数

の
白
話
小
説

の
翻
案

に
な
る
早
期

の
作

と
し

て
注

目

さ
れ
る
。

む
し
ろ
李
自
成

や
鄭

芝
龍

の
活

躍

が
顕
著

で
、

外

題

は

「国
性
爺
」
ブ

ー
ム
に
乗

ろ
う
と
す

る
書
肆

の
意
向

で
あ
ろ
う
。

『
日
本

古
典
文
学
大
辞
典
」

「明
清
軍
談
通
俗
国
姓
爺
忠
義
伝

」

の
項

に

『
闘

記
』
と
直
接

の
影
響
関
係

は
な

い
と
す

る
が
、

や
は
り
皆
無

と
は
言

え

な

い
。

一
例
だ

け
挙
げ

る
と
、
巻
十

四
の
二
は
国
姓
爺
号
を
下
賜

さ
れ

マ

マ

た
鄭
森
が
函
輝

・
万
礼
と
出
会

う
場
面
だ
が
、
国
姓
爺

が
居
並

ぶ
将
軍

と
水
牛
を

め
ぐ

っ
て
力
比

べ
を
す

る
箇
所

は
、
明

ら
か

に

『
闘

記
』

四

の
五
を
意
識
し

て
い
よ
う
。

法方　翩
ユ
ニ
ロ平太朝明爺姓国厂　　


